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問 1 演習 4の 演習 1 (2)で作成した「配列を関数に渡す 2」 (ファイル名「exercise0402.c」)

を印刷してレポートに添付しなさい。(1点)

解答例 添付書類を参考のこと。

評価基準 解答例に準じた解答であれば 1点。

問 2 演習 4の 演習 2 (3)で作成した「ユークリッドの互除法を用いて 2変数の最小公倍数を求

めるプログラム」 (ファイル名「exercise0407.c」)を印刷してレポートに添付しなさい。(1点)

解答例 添付書類を参考のこと。

評価基準 解答例に準じた解答であれば 1点。

問 3 演習 4の 演習 3 (1)の表を完成しなさい。(1点)

呼び出す関数 戻り値

main()関数 func(5) ↓ ↑ 5 * func(4)＝ 120

func()関数 func(4) ↓ ↑ 4 * func(3)＝ 24

func()関数 func(3) ↓ ↑ 3 * func(2)＝ 6

func()関数 func(2) ↓ ↑ 2 * func(1)＝ 2

func()関数 func(1) ↓ ↑ 1 * func(0)＝ 1

func()関数 func(0) → → 1 * func(0)＝ 1

評価基準 解答例に準じた解答であれば 1点。

問 4 演習 4 の 演習 3 (3) で作成した「n! を求めるプログラム (while 文)」 (ファイル名

「exercise0411.c」)を印刷してレポートに添付しなさい。(1点)

解答例 添付書類を参考のこと。

評価基準 解答例に準じた解答であれば 1点。



問 5 以下のソースプログラムは、演習 4の 演習 4 の「複素数の四則演算を行なうプログラム

1」をグローバル変数から配列渡しに書き換えたものである。■ p.182を参考に、「関数に配列を

渡す」＝「関数に配列の先頭アドレスを渡す」に注意してプログラムを完成し、完成したソース

プログラムを印刷してレポートに添付しなさい。(2点)

● 複素数の四則演算を行なうプログラム 2 (未完成) report0601.c

1: #include <stdio.h>

2:

3: void add(double a[], double b[], double c[]);

4: void sub(double a[], double b[], double c[]);

5: void mul(double a[], double b[], double c[]);

6: void div(double a[], double b[], double c[]);

7:

8: int main(void)

9: {

10: double a[2] = {1.2, -0.5}; /* a[0] + a[1]i */

11: double b[2] = {-2.2, 6.8}; /* b[0] + b[1]i */

12: double c[2];

13:

14: add(a, b, c);

15: printf("((%f)+(%f)i)+((%f)+(%f)i)=(%f)+(%f)iYn",

16: a[0], a[1], b[0], b[1], c[0], c[1]);

17: sub(a, b, c);

18: printf("((%f)+(%f)i)-((%f)+(%f)i)=(%f)+(%f)iYn",

19: a[0], a[1], b[0], b[1], c[0], c[1]);

20: mul(a, b, c);

21: printf("((%f)+(%f)i)*((%f)+(%f)i)=(%f)+(%f)iYn",

22: a[0], a[1], b[0], b[1], c[0], c[1]);

23: div(a, b, c);

24: printf("((%f)+(%f)i)/((%f)+(%f)i)=(%f)+(%f)iYn",

25: a[0], a[1], b[0], b[1], c[0], c[1]);

26:

27: return 0;

28: }

29:

30: void add(double a[], double b[], double c[])

31: {

32: c[0] = a[0] + b[0];

33: c[1] = a[1] + b[1];

34: }

解答例 添付書類を参考のこと。

評価基準 解答例に準じた解答であれば 2点。


